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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのプロセッサ（１６）を有する無線携帯型タイヤモニタ（１０）におい
て、
　各センサがタイヤに関連付けられており、各タイヤが車両（２２Ａ、２２Ｂ）に関連付
けられている、１つ以上のタイヤ搭載センサ（２０）からセンサ情報を受信すること（１
０００）と、
　前記１つ以上のタイヤのうちの少なくとも１つの状態を監視すること（１００２）と
を備える、無線携帯型タイヤ監視システムの動作方法であって
　状態を監視することは、前記無線携帯型タイヤ監視システムの前記ユーザが前記タイヤ
状態を見ることができるようにすることを備え、
　前記無線携帯型タイヤ監視システムは、前記タイヤ状態と、前記タイヤが関連付けられ
ている前記車両との間の視覚的な関連付け（３０）を提供することと、前記車両上の前記
タイヤの位置もしくは配置または前記車両に対する前記タイヤの位置もしくは配置を視覚
的に表すこととを備える、
　無線携帯型タイヤ監視システムの動作方法。
【請求項２】
　前記センサ情報は複数の車両から受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　各タイヤは、特定の車両との動的な関連付けまたは関連付け解除を行うことができる、
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請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記センサ情報を受信することは、
　前記タイヤの空気圧（３２）と、
　前記タイヤの温度（３４）と、
　前記タイヤの回転の表示と、
　前記タイヤの振動の表示と
のうちの少なくとも１つを受信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記タイヤの前記状態を監視することは、
　前記センサ情報が、タイヤ圧が圧力閾値を上回るか下回ることと、タイヤ温度が温度閾
値を上回るか下回ることと、タイヤ回転が回転速度閾値を上回るか下回ることと、タイヤ
振動が振動閾値を上回るか下回ることとのうちの少なくとも１つを備える、閾値条件を示
すかどうかを判定すること（１００４）と、
　前記センサ情報が前記閾値条件を示すと判定された場合に、アクションを実行すること
（１００６）と
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　アクションを実行することは、前記無線携帯型タイヤ監視システムのユーザに警告また
は通知（８６、８８、９２、９４、９６、９８）を提供することを備える、請求項５に記
載の方法。
【請求項７】
　無線トランシーバ（１２）と、
　表示デバイスと（１４）、
　１つ以上のプロセッサ（１６）と、
　前記１つ以上のプロセッサによって実行可能な命令を記憶するメモリ（１８）とを備え
る無線携帯型タイヤモニタ（１０）であって、これによって、
　　各センサがタイヤに関連付けられており、各タイヤが車両（２２Ａ、２２Ｂ）に関連
付けられている、１つ以上のタイヤ搭載センサ（２０）からセンサ情報を受信し、
　　前記１つ以上のタイヤのうちの少なくとも１つの状態を監視するように動作可能であ
り、
　前記状態を監視することは、前記無線携帯型タイヤモニタのユーザがタイヤ状態を見る
ことができるようにすることを備え、前記タイヤ状態と、前記タイヤが関連付けられてい
る前記車両との間の視覚的な関連付けを提供することと、前記車両上の前記タイヤの位置
もしくは配置または前記車両に対する前記タイヤの位置もしくは配置を視覚的に表すこと
とを備える、前記無線携帯型タイヤモニタ。
【請求項８】
　前記センサ情報は複数の車両（２２Ａ、２２Ｂ）から受信される、請求項７に記載の無
線携帯型タイヤモニタ。
【請求項９】
　各タイヤは、特定の車両との動的な関連付け（５６）または関連付け解除（６６）を行
うことができる、請求項７に記載の無線携帯型タイヤモニタ。
【請求項１０】
　前記センサ情報を受信することは、
　前記タイヤの空気圧と、
　前記タイヤの温度と、
　前記タイヤの回転の表示と、
　前記タイヤの振動の表示と
のうちの少なくとも１つを受信することを備える、請求項７に記載の無線携帯型タイヤモ
ニタ。
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【請求項１１】
　前記タイヤの状態を監視することは、
　前記センサ情報が、タイヤ圧が圧力閾値を上回るか下回ることと、タイヤ温度が温度閾
値を上回るか下回ることと、タイヤ回転が回転速度閾値を上回るか下回ることと、タイヤ
振動が振動閾値を上回るか下回ることとのうちの少なくとも１つを備える、閾値条件を示
すかどうかを判定することと、
　前記センサ情報が閾値条件を示すと判定された場合に、アクションを実行することとを
備える、請求項７に記載の無線携帯型タイヤモニタ。
【請求項１２】
　アクションを実行することは、前記無線携帯型タイヤモニタのユーザに警告または通知
を提供することを備える、請求項１１に記載の無線携帯型タイヤモニタ。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサ（１６）によって実行されると、前記少なくとも１つ
のプロセッサに、請求項１～６のうちいずれか一項による前記方法を実行させる命令を備
える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２０１５年６月１０日に出願された、「ＳＭＡＲＴ　ＴＩＲＥ　ＰＲＥＳＳ
ＵＲＥ　ＭＯＮＩＴＯＲＩＮＧ　ＳＹＳＴＥＭ」に対するインド特許出願第２８９９／Ｃ
ＨＥ／２０１５号の利益を主張するものであり、当該出願の開示は、参照によりその全体
が本明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、スマートフォンまたはスマートタブレットなどのスマートデバイス上で、車
両タイヤ圧及び温度を測定及び監視することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　道路の安全性に関するタイヤ圧の重要性を考えると、今日では、車両所有者が自身の車
両タイヤを適切に膨張した状態にすることを支援するいくつかの解決策が存在する。しか
しながら、従来のタイヤ圧測定及び監視の解決策は、以下の制限のうちの１つ以上を抱え
ている。
【０００４】
　　・車の所有者は、圧力値を車両のダッシュボード画面上に表示するために、物理的に
車両の近くにいなければならず、時には、イグニッションキーを回した状態にする必要が
ある
　　・タイヤ圧が臨界レベルを下回る場合またはフラットタイヤが検出された場合におけ
る、非同期的な通知メカニズムが存在しない
　　・先行技術には、単一のユーザが、該ユーザの所有するすべての車両を、一元化され
た位置から監視できる解決法が存在しない
　　・トレーラの動的な追加及び取り外しを行うトラックの場合、現在のタイヤ圧監視の
解決策は、動的に追加／取り外されたタイヤの監視をサポートしていない
【発明の概要】
【０００５】
　本開示は、スマートタイヤ監視のためのシステム、方法及びデバイスを提供する。上記
の従来技術の制限のすべてが、本出願の主題によって克服され、本出願は、タイヤの圧力
値を測定するためのタイヤ監視ハードウェアと、圧力値の表示ならびに他の機能の提供を
行うコンパニオンモバイルアプリケーションとを備えるシステムを提供する。
【０００６】
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　一実施形態では、タイヤ監視ハードウェアは、圧力センサ、温度センサ、他の種類のセ
ンサまたは上記のいくつかの組み合わせを含む。一実施形態では、タイヤ監視ハードウェ
アは、タイヤの内部に配置される。一実施形態では、タイヤ監視ハードウェアは、空気ス
テム弁に固定される。代替的には、タイヤ監視ハードウェアは、タイヤ、リム、ハブまた
は他の車輪部品に固定されてよい。
【０００７】
　一実施形態では、コンパニオンアプリケーションは、ハードウェアがインストールされ
たタイヤから、車両のセンサ測定値を取得するように構成される。一実施形態では、アプ
リケーションは、各タイヤから圧力測定値を受信する。一実施形態では、圧力値が最小閾
値を下回る場合、ハードウェアは、コンパニオンアプリケーションに非同期的な通知を送
信してよく、コンパニオンアプリケーションは、次に、モバイルデバイス上に警告を表示
してよい。
【０００８】
　単一の車両のタイヤ圧を監視する従来のタイヤ監視システムとは対照的に、本明細書で
開示される方法及びシステムは、複数の車両を監視するために使用され得る。所与の車両
に対して、ユーザは、任意の数のタイヤを動的に追加及び取り外すことができる。モバイ
ルアプリケーションは、適切なハードウェアセンサを、対応する車両タイヤにマッピング
する処理を行う。
【０００９】
　本明細書に記載される主題の一態様によれば、無線携帯型タイヤ監視システムの動作方
法は、少なくとも１つのプロセッサを有する無線携帯型タイヤモニタにおいて、各センサ
がタイヤに関連付けられており、各タイヤが車両に関連付けられている、１つ以上のタイ
ヤ搭載センサからセンサ情報を受信することと、１つ以上のタイヤのうちの少なくとも１
つの状態を監視することとを含む。一実施形態では、センサ情報は複数の車両から受信さ
れる。一実施形態では、各タイヤは、特定の車両との動的な関連付けまたは関連付け解除
を行うことができる。一実施形態では、センサ情報を受信することは、タイヤの空気圧、
タイヤの温度、タイヤの回転の表示及び／またはタイヤの振動の表示を受信することを備
える。一実施形態では、状態を監視することは、無線携帯型タイヤ監視システムのユーザ
がタイヤ状態を見ることができるようにすることを備える。一実施形態では、無線携帯型
タイヤ監視システムのユーザがタイヤ状態を見ることができるようにすることは、タイヤ
状態と、タイヤが関連付けられている車両との間の視覚的な関連付けを提供することを備
える。一実施形態では、タイヤ状態と、タイヤが関連付けられている車両との間の視覚的
な関連付けを提供することは、車両上のタイヤの位置もしくは配置または車両に対するタ
イヤの位置もしくは配置を視覚的に表すことを備える。
【００１０】
　一実施形態では、タイヤの状態を監視することは、センサ情報が閾値条件を示すかどう
かを判定することと、センサ情報が閾値条件を示すと判定された場合に、アクションを実
行することとを備える。一実施形態では、閾値条件は、圧力閾値を上回るか下回るタイヤ
圧、温度閾値を上回るか下回るタイヤ温度、回転速度閾値を上回るか下回るタイヤ回転及
び／または振動閾値を上回るか下回るタイヤ振動を備える。一実施形態では、アクション
を実行することは、無線携帯型タイヤ監視システムのユーザに警告または通知を提供する
ことを備える。一実施形態では、受信ステップ及び監視ステップの少なくとも１つは、ス
マートデバイス、携帯電話、またはタブレット、ハンドヘルドもしくは携帯型コンピュー
タ上で実行される。
【００１１】
　本明細書に記載される主題の別の態様によれば、無線携帯型タイヤモニタは、無線トラ
ンシーバ、表示デバイス、１つ以上のプロセッサ及び１つ以上のプロセッサによって実行
可能な命令を記憶するメモリを備える。無線携帯型タイヤモニタは、各センサがタイヤに
関連付けられており、各タイヤが車両に関連付けられている、１つ以上のタイヤ搭載セン
サからセンサ情報を受信し、１つ以上のタイヤのうちの少なくとも１つの状態を監視する
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ように動作可能である。一実施形態では、センサ情報は複数の車両から受信される。一実
施形態では、各タイヤは、特定の車両との動的な関連付けまたは関連付け解除を行うこと
ができる。一実施形態では、センサ情報を受信することは、タイヤの空気圧、タイヤの温
度、タイヤの回転の表示及び／またはタイヤの振動の表示を受信することを備える。一実
施形態では、状態を監視することは、無線携帯型タイヤ監視システムのユーザがタイヤ状
態を見ることができるようにすることを備える。一実施形態では、無線携帯型タイヤ監視
システムのユーザがタイヤ状態を見ることができるようにすることは、タイヤ状態と、タ
イヤが関連付けられている車両との間の視覚的な関連付けを提供することを備える。一実
施形態では、タイヤ状態と、タイヤが関連付けられている車両との間の視覚的な関連付け
を提供することは、車両上のタイヤの位置もしくは配置または車両に対するタイヤの位置
もしくは配置を視覚的に表すことを備える。
【００１２】
　一実施形態では、タイヤの状態を監視することは、センサ情報が閾値条件を示すかどう
かを判定することと、センサ情報が閾値条件を示すと判定された場合に、アクションを実
行することとを備える。一実施形態では、閾値条件は、圧力閾値を上回るか下回るタイヤ
圧、温度閾値を上回るか下回るタイヤ温度、回転速度閾値を上回るか下回るタイヤ回転及
び／または振動閾値を上回るか下回るタイヤ振動を備える。一実施形態では、アクション
を実行することは、無線携帯型タイヤ監視システムのユーザに警告または通知を提供する
ことを備える。一実施形態では、受信ステップ及び監視ステップの少なくとも１つは、ス
マートデバイス、携帯電話、またはタブレット、ハンドヘルドもしくは携帯型コンピュー
タ上で実行される。
【００１３】
　本明細書に記載される主題の別の態様によれば、無線携帯型タイヤモニタは、各センサ
がタイヤに関連付けられており、各タイヤが車両に関連付けられている、１つ以上のタイ
ヤ搭載センサからセンサ情報を受信し、１つ以上のタイヤの状態を監視するように適合さ
れる。一実施形態では、無線携帯型タイヤモニタは、本明細書に記載される実施形態のい
ずれかの方法を実行するように適合される。
【００１４】
　本明細書に記載される主題の別の態様によれば、無線携帯型タイヤモニタは、各センサ
がタイヤに関連付けられており、各タイヤが車両に関連付けられている、１つ以上のタイ
ヤ搭載センサからセンサ情報を受信する手段と、１つ以上のタイヤのうちの少なくとも１
つの状態を監視する手段とを備える。
【００１５】
　本明細書に記載される主題の別の態様によれば、無線携帯型タイヤモニタは、各センサ
がタイヤに関連付けられており、各タイヤが車両に関連付けられている、１つ以上のタイ
ヤ搭載センサからセンサ情報を受信するように動作可能な第１受信モジュールと、１つ以
上のタイヤのうちの少なくとも１つの状態を監視するように動作可能な第２監視モジュー
ルとを備える。
【００１６】
　本明細書に記載される主題の別の態様によれば、無線携帯型タイヤモニタの１つ以上の
プロセッサにより実行されると、無線携帯型タイヤモニタに、各センサがタイヤに関連付
けられており、各タイヤが車両に関連付けられている、１つ以上のタイヤ搭載センサから
センサ情報を受信することと、１つ以上のタイヤのうちの少なくとも１つの状態を監視す
ることとを行わせるソフトウェア命令を記憶する非一時的なコンピュータ可読媒体が提供
される。
【００１７】
　本明細書に記載される主題の別の態様によれば、少なくとも１つのプロセッサによって
実行されると、少なくとも１つのプロセッサに、本明細書に記載される実施形態のいずれ
か１つによる方法を実行させる命令を備えるコンピュータプログラムが提供される。
【００１８】
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　当業者であれば、以下の好適な実施形態の詳細な説明を添付の図面と併せて読めば、本
発明の範囲を理解し、その追加の態様を認識するであろう。
　添付の図面は、本明細書に組み込まれその一部を形成するものであり、本開示のいくつ
かの態様を例示し、説明と共に本発明の原則を説明にするのに役立つ。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本明細書に記載される主題の一実施形態による、例示的なスマートタイヤ監視シ
ステムを示す。
【図２】本明細書に記載される主題の別の実施形態による、例示的なスマートタイヤ監視
システムを示す。
【図３Ａ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、新規車両を追加すること及び
そのタイヤを監視するように設定することに関わるステップを視覚的に示す例示的なユー
ザインタフェースの画像である。
【図３Ｂ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、新規車両を追加すること及び
そのタイヤを監視するように設定することに関わるステップを視覚的に示す例示的なユー
ザインタフェースの画像である。
【図３Ｃ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、新規車両を追加すること及び
そのタイヤを監視するように設定することに関わるステップを視覚的に示す例示的なユー
ザインタフェースの画像である。
【図３Ｄ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、新規車両を追加すること及び
そのタイヤを監視するように設定することに関わるステップを視覚的に示す例示的なユー
ザインタフェースの画像である。
【図３Ｅ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、新規車両を追加すること及び
そのタイヤを監視するように設定することに関わるステップを視覚的に示す例示的なユー
ザインタフェースの画像である。
【図３Ｆ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、新規車両を追加すること及び
そのタイヤを監視するように設定することに関わるステップを視覚的に示す例示的なユー
ザインタフェースの画像である。
【図４Ａ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、２つ以上の車両のタイヤ圧を
監視する例示的なユーザインタフェースの画像である。
【図４Ｂ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、２つ以上の車両のタイヤ圧を
監視する例示的なユーザインタフェースの画像である。
【図４Ｃ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、２つ以上の車両のタイヤ圧を
監視する例示的なユーザインタフェースの画像である。
【図５Ａ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、アプリケーション通知機能を
示す例示的なユーザインタフェースの画像である。
【図５Ｂ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、アプリケーション通知機能を
示す例示的なユーザインタフェースの画像である。
【図５Ｃ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、アプリケーション通知機能を
示す例示的なユーザインタフェースの画像である。
【図５Ｄ】本明細書に記載される主題の一実施形態による、アプリケーション通知機能を
示す例示的なユーザインタフェースの画像である。
【図６】本明細書に記載される主題の別の実施形態による、スマートタイヤ監視のための
例示的なプロセスを示すフローチャートである。
【図７】本明細書に記載される主題の別の実施形態による、例示的なスマートタイヤ監視
システムを示すブロック図である。
【図８Ａ】本明細書に記載される主題の他の実施形態による、タイヤ状態の視覚表示を例
示する。
【図８Ｂ】本明細書に記載される主題の他の実施形態による、タイヤ状態の視覚表示を例
示する。
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【図９】本明細書に記載される主題の別の実施形態による、例示的なスマートタイヤ監視
システムを示す。
【図１０Ａ】本明細書に記載される主題の別の実施形態による、システムの別のユーザと
車両設定を共有することに関わるステップを示す、例示的なユーザインタフェースの画像
である。
【図１０Ｂ】本明細書に記載される主題の別の実施形態による、システムの別のユーザと
車両設定を共有することに関わるステップを示す、例示的なユーザインタフェースの画像
である。
【図１０Ｃ】本明細書に記載される主題の別の実施形態による、システムの別のユーザと
車両設定を共有することに関わるステップを示す、例示的なユーザインタフェースの画像
である。
【図１０Ｄ】本明細書に記載される主題の別の実施形態による、システムの別のユーザと
車両設定を共有することに関わるステップを示す、例示的なユーザインタフェースの画像
である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下に記載する実施形態は、当業者が本発明を実施できるために必要な情報を表し、本
発明を実施するための最良の形態を例示する。添付の図面の観点から以下の説明を読むこ
とで、当業者は本発明の概念を理解し、本明細書には特に扱っていないこれらの概念の適
用を認識するであろう。これらの概念及び適用は、本開示及び添付の特許請求の範囲の範
囲内に該当するものと理解すべきである。
【００２１】
　図１は、本明細書に記載される主題の一実施形態による、例示的なスマートタイヤ監視
システムを示す。図１に例示する実施形態では、スマートタイヤ監視システムは、無線ト
ランシーバ１２、表示デバイス１４、１つ以上のプロセッサ１６及び１つ以上のプロセッ
サ１６によって実行可能な命令を記憶するメモリ１８を含む、無線携帯型タイヤモニタ１
０を含む。記載を簡潔にするために、無線携帯型タイヤモニタ１０は、本明細書では、「
タイヤモニタ１０」または「モニタ１０」と称されてよい。無線携帯型タイヤモニタ１０
は、１つ以上のタイヤ搭載センサ２０からセンサ情報を受信し、センサ２０のそれぞれは
、車両のタイヤに関連付けられており、そのセンサ情報を使用してタイヤの状態を監視す
る。１つまたは複数のセンサ群２０は、本明細書では、「センサ２０」として総称される
か、または「センサ２０」として個別に称されてよい。センサ群は、特定の車両に関連付
けられてよい。図１に例示する実施形態では、５つのタイヤセンサ２０が第１の車両２２
Ａに関連付けられ、５つの他のタイヤセンサ２０が第２の車両２２Ｂに関連付けられてい
る。車両２２Ａ及び２２Ｂは、本明細書では「車両２２」として総称されてよく、車両の
うちの１つは「車両２２」と称されてよい。タイヤモニタ１０によって受信されたセンサ
情報は、タイヤの空気圧、タイヤの温度、タイヤの回転の表示及びタイヤの振動の表示、
タイヤに関するいくつかの他の種類の情報及び／またはそれらの組み合わせであり得る。
図１は２台の車両しか示していないが、システムはこれに限定されるものではない。以下
でより詳細に記載する通り、本明細書に記載されるスマートタイヤ監視方法及びシステム
は、任意の数の車両をサポートし、任意の数のタイヤを備える車両をサポートする。具体
的には、本明細書に記載されるシステム及び方法によって、ユーザは、１つの位置から及
び／または１つのハンドヘルドデバイスを用いて（すなわち、車両ベースのシステムに依
存するのとは対照的に）複数の車両を追跡／監視し、さらに、特定のタイヤ（及びそのセ
ンサ）を任意の車両に動的に関連付けるか、またはそのような関連付けを解除する柔軟性
を有することができる。
【００２２】
　一実施形態では、タイヤモニタ１０によって、無線携帯型監視システムのユーザは、タ
イヤ状態を見ることができる。一実施形態では、タイヤモニタ１０は、表示デバイス１４
を介して、タイヤ圧、温度等の視覚表示をユーザに提示してよく、表示デバイス１４は、
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例えば、携帯電話の画面であってよい。一実施形態では、タイヤモニタ１０は、タイヤ状
態と、タイヤが関連付けられている車両との間の視覚的な関連付けを提供する。例えば、
タイヤモニタ１０は、車両上のタイヤの位置もしくは配置（例えば、装着タイヤ用）また
は車両に対するタイヤの位置もしくは配置（例えば、スペアタイヤ用）を視覚的に表して
よい。このような視覚表示の一例を以下の図２に記載する。
【００２３】
　一実施形態では、受信されたセンサ情報に基づいてタイヤを監視することは、センサ情
報が閾値条件を示すかどうかを判定することと、センサ情報が閾値条件を示すと判定され
た場合に、アクションを実行することとを含み得る。閾値条件の例には、タイヤ圧が圧力
閾値を上回るか下回るかを検出すること、タイヤ温度が温度閾値を上回るか下回るかを検
出すること、タイヤ回転が回転速度閾値を上回るか下回るかを検出すること、タイヤ振動
が振動閾値を上回るか下回るかを検出すること、いくつかの他の閾値条件を検出すること
及び／または上記の組み合わせを含むが、これらに限定されない。
【００２４】
　一実施形態では、タイヤモニタ１０は、警告または通知をユーザに提供することを含む
が、これに限定されない多数の方法で、閾値条件の検出に応答してよい。一実施形態では
、異なる閾値は異なる優先度レベルを有するか、または異なる優先度レベルに割り当てら
れてよい。例えば、タイヤ圧が目標の空気圧をわずかに下回る場合、タイヤモニタ１０は
ユーザに警告を表示してよいが、タイヤ圧が非常に低いため、タイヤがフラットタイヤと
みなされる場合、タイヤモニタ１０は、警告を表示して警告音を発してよい。一実施形態
では、ユーザがアプリケーションをフォアグラウンドで有する及び／またはユーザが特定
の車両を問い合わせている場合にのみ、優先度の低い警告または状態メッセージがユーザ
に提示されてよく、一方、例えば、ユーザが特定の車両を能動的に問い合わせていないと
きでも、及び、恐らくはユーザがタイヤ監視アプリケーションをフォアグラウンドで有し
ていない場合であっても、警告及び優先度の高いメッセージは非同期的にユーザに表示さ
れてよい。
【００２５】
　一実施形態では、タイヤモニタ１０は、スマートデバイス、携帯電話、またはタブレッ
ト、ハンドヘルドもしくは携帯型コンピュータあるいは他の計算プラットフォーム上で実
行されているアプリケーションであってよい。このような実施形態の一例を図２に例示す
る。代替的な実施形態では、本明細書に記載されるスマートタイヤ監視システム及び方法
によって実行される機能は、カスタマイズまたは専用のハードウェア上で実行されてよく
、１つ以上のプロセッサ上で専用論理を実行する１つ以上のプログラムもしくはアプリケ
ーションまたはスマートデバイス上に配置されるか、スマートデバイスとは別個のリモー
ト実行プラットフォーム上に配置されるか、これら２つのいくつかの組み合わせ上に配置
される他の処理手段によって処理されてよい。
【００２６】
　図２は、本明細書に記載される主題の別の実施形態による、例示的なスマートタイヤ監
視システムを示す。図２に例示する実施形態では、タイヤモニタ１０は、乗用車の左前輪
に搭載されたタイヤセンサ２０Ａ、乗用車の右前輪に搭載されたセンサ２０Ｂ、乗用車の
左後輪に搭載されたセンサ２０Ｃ、乗用車の右後輪に搭載されたセンサ２０Ｄ及び乗用車
のスペアタイヤに搭載されたセンサ２０Ｅと無線で通信する、スマートフォン２４上で動
作するアプリケーションである。用語「前」、「後」、「左」及び「右」は、車両の運転
席に着座した人の視点からのものである。図２に例示する実施形態では、各センサ２０は
、空気ステム値２６に固定され、タイヤの加圧部の内部でタイヤリム２８の下に設置され
る。代替的な実施形態では、センサ２０は、空気ステム弁２６から離れてタイヤリム２８
に搭載されてよく、あるいはタイヤ自体に搭載されてよい。
【００２７】
　図２に例示する実施形態では、タイヤモニタ１０は、センサ２０と通信し、各タイヤに
関する情報をモニタ１０のユーザに表示する。図２に例示する実施形態では、タイヤモニ
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タ１０は測定値画面３０を含み、測定値画面３０は、車両上のタイヤのそれぞれのタイヤ
圧を表示する。図２に例示する実施形態では、タイヤ圧は、重量ポンド毎平方インチ（Ｐ
．Ｓ．Ｉ．）で表示されるが、他の圧力単位を使用してよい。図２に例示する実施形態で
は、各タイヤの情報は、画像または情報グラフィックとして表され、デジタル値（例えば
、３６Ｐ．Ｓ．Ｉ．）と圧力を示すグラフまたはダイヤルとの両方でのタイヤ圧力３２及
びタイヤ温度３４（例えば、２５℃）を示す。図２に例示する実施形態では、温度は摂氏
温度で表示されるが、華氏などの他の単位を使用してよい。一実施形態では、タイヤモニ
タ１０は、データに対する要求をセンサにポーリングまたは発行してよく、これは、ユー
ザが「今すぐチェックする」ボタン３６を使用して開始することができる。一実施形態で
は、タイヤモニタ１０は、そのデータに対する特定の要求を発行する必要なく、センサか
らデータを受信してよい。
【００２８】
　一実施形態では、測定値画面３０は、各タイヤ及びセンサの物理的位置及び特定の車両
を模倣または表現する様式で情報を表示する。図１に例示する実施形態では、例えば、左
前タイヤのセンサ２０は、情報グラフィックによって、測定値画面３０の左上部分に表さ
れ、右前タイヤのセンサ２０は、情報グラフィックによって、測定値画面３０の右上部分
に表され、左後タイヤのセンサ２０は、情報グラフィックによって、測定値画面３０の左
中央部分に表され、右後タイヤのセンサ２０は、情報グラフィックによって、測定値画面
３０の右中央部分に表され、スペアタイヤのセンサ２０は、情報グラフィックによって、
測定値画面３０の下部分に表される。
【００２９】
　以下でより詳細に記載する通り、モニタ１０は、特定のタイヤセンサをディスプレイ上
の特定の場所の情報グラフィックスにマッピングすることができ、これによって、特定の
車両または車両群の状態に対するユーザの理解度が大幅に向上する。例えば、右後タイヤ
の空気圧が非常に低いこと、つまり、わずか１３Ｐ．Ｓ．Ｉ．であることが測定値画面３
０から容易に分かる。これは、視覚的にも示されている。右後タイヤの圧力を表す圧力ダ
イヤルは、約８０度の弧しか示さず、これに対して、他のタイヤは約１８０度～２７０度
の間の弧を示す。一実施形態では、センサ２０は、タイヤが回転しているかどうかを検出
し、ディスプレイ上に結果を示すことができてもよい。例えば、図２に例示する実施形態
では、スペアタイヤのセンサ２０は、タイヤが回転していないことを検出し得る。これは
、測定値画面３０に視覚的に示されている。スペアタイヤの情報グラフィックでは、タイ
ヤ温度の表示背景は、使用中のタイヤの相当する背景とは異なるか、またはより明るい色
である。一実施形態では、ユーザは、各タイヤセンサの背景色または他の属性をカスタマ
イズまたは設定することができる。
【００３０】
　図３Ａ～図３Ｆは、本明細書に記載される主題の一実施形態による、新規車両を追加す
ること及びそのタイヤを監視するように設定することに関わるステップを視覚的に例示す
る。
【００３１】
　図３Ａに例示する実施形態では、車両を追加するボタン４０をタップすることによって
、ホーム画面３８から新規車両が追加される。これによって、ユーザは設定画面に移動す
ることになり、その一例は図３Ｂに示される。
【００３２】
　図３Ｂに例示する実施形態では、設定画面４２によって、ユーザは、車両名４４、その
車両４６上のタイヤの総数、車両４８の種類などの車両に関する情報を入力することがで
きる。その後、組み合わせ画面に続き、その一例は図３Ｃに示される。
【００３３】
　図３Ｃに例示する実施形態では、組み合わせ画面５０によって、ユーザは、タイヤ（位
置または他の識別子によって識別される）とセンサ（センサ番号、シリアル番号または他
の識別子によって識別される）とを組み合わせることができる。図３Ｃに例示する実施形



(10) JP 6740342 B2 2020.8.12

10

20

30

40

50

態では、示されるタイヤの数は、前の画面で設定されたタイヤの数に基づく。タイヤセン
サのリストは、例えば、タイヤモニタ１０がＢｌｕｅｔｏｏｔｈもしくは他の無線プロト
コルを使用して近くのセンサを検出するなど、自動的に生成されてよいか、または、例え
ば、ユーザがキーボードもしくはテキスト入力を介してセンサ識別情報を入力するなど、
手動で生成されてよい。図３Ｃに例示する実施形態では、タイヤは左の列５２に表示され
、センサは右の列５４に表示される。この実施形態では、タイヤをセンサに関連付けるに
は、ドラッグアンドドロップジェスチャ５６が必要である。関連付けるときに、タイヤの
設定は、タイヤ閾値画面を使用して割り当てられてよく、その一例は図３Ｄに示される。
【００３４】
　図３Ｄに例示する実施形態では、タイヤ閾値画面５８は、ユーザが圧力の測定単位（例
えば、重量ポンド毎平方インチ（ＰＳＩ）、バールまたはキロパスカル）６０を選択する
こと及び／または推奨されるタイヤ圧６２を設定すること、ならびにユーザがタイヤに名
前６４を割り当てることができる制御を提供する。一旦関連付けが行われると、ユーザは
、組み合わせ画面５０に戻ってよく、その一例は図３Ｅに示される。
【００３５】
　図３Ｅに例示する実施形態では、ユーザは、必要に応じて、組み合わせ画面５０を使用
して、タイヤ及びセンサの「組み合わせ取消」を行い、例えば、２つの間の関連性を無効
にしてよい。図３Ｅに例示する実施形態では、ユーザは、左の列にある車輪アイコンと、
右の列にある対応するセンサアイコンの両方に表示される取消アイコン６６をタップして
よい。図３Ｅに例示する例では、取消アイコン６６をタップすると、左前輪と現在の左前
センサとの間の既存の関連付けが無効になる。
【００３６】
　図３Ｆに例示する実施形態では、タイヤモニタ１０は、自動組み合わせ動作の結果を示
す組み合わせ画面６８を表示してよく、ユーザは結果を手動で調整または変更してよい。
一旦すべてのタイヤが設定されると、私の車両画面がユーザに表示されることになり、そ
の一例は図４Ａに示される。
【００３７】
　図４Ａに例示する実施形態では、私の車両画面７０は、ユーザが、例えば、図３Ｂに示
される設定画面４２を介して設定した車両の一部または全部をリストアップする。図４Ａ
に例示する実施形態では、ユーザは５台の車両を設定した。
【００３８】
　　・「アルフレッドの車」と名付けられた乗用車７２
　　・「ウィルファードの軽自動車」と名付けられた軽自動車７４
　　・「クレーン７６３４」と名付けられた建設車両７６
　　・「ビルのトラック」と名付けられたピックアップトラック７８
　　・「トラック９８７６」と名付けられたトラクタトレーラトラック８０
　これらの例は、限定することを意図するものではない。他の形態の車両用アイコンを提
供または使用してよい。ユーザは、図３Ａに例示する通り、車両を追加するボタン４０を
使用し、追加の車両を設定してよい。編集ボタン８２によって、ユーザは、例えば、図３
Ｂに例示する設定画面４２に戻ることによって、車両設定を変更または修正することがで
きる。図３Ｂ～図３Ｆに例示する設定シーケンスの一部またはすべてを繰り返してよい。
【００３９】
　図４Ａは、わずか５台の車両を示しているが、本明細書に記載されるシステム及び方法
はこれに限定されず、ユーザは、任意の数の車両を設定してよい。一実施形態では、例え
ば、私の車両画面７０は、他に設定された車両が見えるように、水平及び／または垂直に
スクロール可能であってよい。一実施形態では、車両のセットは、階層的にグループ化し
て構成されてよい。例えば、ユーザは、１つの建設現場では、建設車両を含む１つの車両
グループを作成し、別の建設現場では、建設車両を含む別のグループの車両を作成してよ
い。同様に、ユーザは、自分と自分の家族の車両を含む１つのグループと、会社の車両を
含む別のグループとを作成してよい。これらのグループは、ユーザがタップすると、その
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グループ内の車両の表示に画面が変わる、代表的なアイコンを有してよい。図４Ａは、タ
イヤモニタ１０のユーザが、監視中の車両の種類を視覚的かつ容易に伝える車両アイコン
を選択することができ、ユーザが、自身の選択の名前または識別子を選択できるという要
点を例示する。これらの画面から、ユーザは、１つ以上の車両に対する情報を表示してよ
い。
【００４０】
　図４Ｂに例示する通り、ユーザは、乗用車７２の車両アイコン上で、単にタッピングジ
ェスチャ８４を行い得る。これによって、図４Ｃに示す通り、乗用車７２の車両情報が提
示される。
【００４１】
　図４Ｃに例示する実施形態では、選択された車両の測定値画面３０が再び表示される。
一実施形態では、ユーザは、タイヤの追加または取り外し、タイヤとセンサとの間の関連
付けの追加、解除または変更などのために、測定値画面３０を使用してよい。従来のタイ
ヤ監視システムと異なり、システム１０は、設定を動的に変更する柔軟性を有する。任意
の数のタイヤを車両に設定してよく、これは、本明細書に記載されるシステム及び方法が
、一輪車からトラクタトレーラトラックまたは他の複数の車輪を有する車両まで、広範囲
の車両種類に適していることを意味する。
【００４２】
　図５Ａ～図５Ｄは、本明細書に記載される主題の一実施形態による、アプリケーション
通知機能を示す例示的なユーザインタフェースの画像である。
　図５Ａに例示する実施形態では、私の車両画面７０は、それぞれの車両の隣に通知アイ
コン８６及び８８を表示する。一実施形態では、通知アイコン８６は、ユーザの注意が必
要な状態が検出されたことを示すために使用され、一方、通知アイコン８８は、１つ以上
の以前に設定されたセンサとの通信損失を示す。
【００４３】
　図５Ｂは、表示され得る別の種類の通知を例示する。図５Ｂに例示する実施形態では、
専用の通知画面９０は、以下を含むいくつかの通知メッセージを表示する。
　　・低圧通知９２は、右前タイヤの圧力が３２ＰＳＩである（本例では、３３ＰＳＩの
閾値を下回る）ことを示す
　　・高圧通知９４は、左後タイヤの圧力が４０ＰＳＩであることを示す
　　・フラットタイヤ通知９６は、左後タイヤがパンクしている（または実質的にパンク
している位に低いタイヤ圧を有する）ことを示す
　他の種類の通知が考えられる。一実施形態では、これらの通知は、非同期的であってよ
く、例えば、ユーザの介入または要求を必要とすることなく表示されてよい。一実施形態
では、異なる通知に異なるレベルの緊急度が割り当てられてよい。例えば、一実施形態で
は、低圧通知は、ユーザがスマートタイヤ圧力監視アプリケーション内でその車両を選択
したときにのみ表示され、一方、フラットタイヤ通知は、ユーザがその車両をレビュー用
に選択しているかどうかに関わらず（及び、恐らくはアプリケーションが現在フォアグラ
ウンドにあるかどうかに関わらず）、ユーザのデバイスがセンサの範囲内にあるときには
常時表示されてよい。他の通知設定も考えられる。
【００４４】
　図５Ｃは、本明細書に記載される主題の一実施形態により表示され得る、別の種類の通
知を例示する。図５Ｃに例示する実施形態では、通知画面９０は、タイヤ圧を確認する時
期をユーザに再認識させるためのメッセージ９８を表示する。一実施形態では、このメッ
セージはトリガ条件に基づいて生成されてよく、トリガ条件は、例えば、閾値機関を超え
る間に、その特定の車両上の任意のセンサとの通信が欠如しているなどである。
【００４５】
　図５Ｄは、本明細書に記載される主題の一実施形態により表示され得る別の種類の通知
を例示する。一実施形態では、測定値画面３０は、タイヤの状態に加えて、センサの状態
の指標を含んでよい。例えば、図５Ｄに例示する実施形態では、測定値画面３０は、タイ
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ヤモニタ１０によってセンサの接続が切断されたか、または測定できないときに、ユーザ
に通知してよい。図５Ｄでは、タイヤ１及びタイヤ４のセンサの接続が切断されている。
一実施形態では、説明メッセージ１００をさらに表示してよい。図５Ｄに例示する実施形
態では、例えば、ディスプレイの下部に、「左前及び右後タイヤの接続が切断されていま
す」という説明メッセージが示されている。
【００４６】
　図６は、本明細書に記載される主題の別の実施形態による、スマートタイヤ監視のため
の例示的なプロセスを示すフローチャートである。図６に例示する実施形態では、プロセ
スは、少なくとも１つのプロセッサを有するスマートデバイスにおいて、センサが車両の
タイヤに関連付けられているタイヤ搭載センサからセンサ情報を受信すること（ステップ
１０００）と、タイヤの状態を監視すること（ステップ１００２）とを含む。閾値条件が
確認され（ステップ１００４）、閾値条件が見つからない場合、プロセスはステップ１０
００に戻って継続する。ステップ１００４において、閾値条件が検出された場合、ユーザ
は閾値条件について通知または警告され（ステップ１００６）、プロセスはステップ１０
００に戻って継続する。
【００４７】
　図７は、本明細書に記載される主題の別の実施形態による、例示的なスマートタイヤ監
視システムを示すブロック図である。図７に例示する実施形態では、無線携帯型タイヤモ
ニタ１０は、センサが車両のタイヤに関連付けられているタイヤ搭載センサからセンサ情
報を受信するように動作可能な受信モジュール１０２と、タイヤの状態を監視するように
動作可能な監視モジュール１０４とを含む。
【００４８】
　図８Ａは、本明細書に記載される主題の一実施形態による、タイヤ状態の視覚表示を例
示する。図８Ａに例示する実施形態では、測定値画面３０に表示される車両は、前輪タイ
ヤ１０８と後輪タイヤ１１０のみを有するオートバイ１０６である。図８Ａは、タイヤモ
ニタ１０が任意の数のタイヤを有する車両をサポートするという要点を例示する。図８Ａ
のオートバイのグラフィック画像は、図４Ｃの乗用車のグラフィック画像と対照的に、デ
ィスプレイが、車両上の車輪の位置だけでなく、さらに車両自体の種類、すなわち、自動
車ではなくオートバイであるということをより明確に伝えるように構成可能であるという
要点を例示している。他の車両グラフィックスは、ユーザが選択することができる。一実
施形態では、ユーザは、代表的なグラフィックとして使用するために、自分自身の画像を
提供してよい。例えば、ユーザは代表的なグラフィックとして使用するために、車両の写
真を撮影してよい。
【００４９】
　図８Ｂは、本明細書に記載される主題の別の実施形態による、タイヤ状態の視覚表示を
例示する。図８Ｂに例示する実施形態では、測定値画面３０に表示されている車両は、セ
ミとしても知られる、トラクタトレーラトラックのトラクタである。画面の中央のグラフ
ィックは、トラクタの上面図を表す。セミは、２つの前輪タイヤと８つの後輪タイヤを有
する。後輪タイヤは結合をサポートし、これによって、車輪付きトレーラはトラクタに取
り付けられる。一実施形態では、トラクタは１つの車両として設定されてよく、トレーラ
はさらに、典型的には、８つのタイヤを有し、別の車両として設定されてよい。追加のト
レーラを追加の車両として設定してよい。例えば、トラクタ及びトレーラ群の所有者は、
各トラクタまたはトレーラを個別の車両として設定してよく、そのタイヤ／センサのマッ
ピングを会社データベースに記憶し、地理的に異なる位置でタイヤの状態を監視するため
に使用するよう、１つ以上のタイヤモニタ１０にダウンロードしてよい。
【００５０】
　図９は、本明細書に記載される主題の一実施形態による、例示的なスマートタイヤ監視
システムを示す。図９に例示する実施形態では、タイヤモニタ１０は、車両２２Ａの車輪
上のセンサ２０と通信し、通信ネットワーク１１４、例えば「クラウドストレージ」に配
置されるストレージ１１２に情報の一部を記憶する。一実施形態では、様々な種類の情報
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を、タイヤモニタ１０にローカルに、クラウドストレージ１１２にリモートに、その両方
で、または上記のいくつかの組み合わせで記憶してよい。このような情報の例には、セン
サ較正、センサプロファイル、車両プロファイル、ユーザプロファイル、センサマッピン
グ及びセンサデータが含まれるが、これらに限定されない。これにはいくつかの利点があ
る。タイヤモニタ１０がユーザのスマートフォン上のアプリケーションである場合、設定
及びプロファイルデータのクラウドストレージまたはバックアップを行うことは、スマー
トフォンが紛失または損傷した場合に、またはアプリケーションが削除されて復元された
場合に、データをクラウドから復元できることを意味する。別の利点は、データをクラウ
ド内で利用可能にすることによって、別の無線携帯型タイヤモニタ１１６を、タイヤモニ
タ１０が現在監視しているのと同じ車両２２を監視できるように迅速に設定できることで
ある。
【００５１】
　通信ネットワーク１１４と接続及び通信できることによって、別の種類の通知が可能に
なる。ユーザはアプリケーションを終了したり、オペレーティングシステムがアプリケー
ションをディープスリープにしたりする可能性があるため、これらのシナリオでは、セン
サデータを全く測定できない可能性がある。この状況を回避するために、一実施形態では
、最後にセンサが正常に測定したデータをクラウドストレージ１１２に維持してよい。一
実施形態では、測定が１週間を過ぎる間行われなかった場合、タイヤモニタ１０は、タイ
ヤ圧を確認する時期を伝えるプッシュ通知をサーバから受信するように設定されてよい。
【００５２】
　一実施形態では、ユーザは、別のユーザと、または同じユーザもしくは異なるユーザに
よって操作もしくは管理される別のデバイスと、自身の情報を共有してよい。例えば、車
両の主な所有者は、他のメンバが車両センサの測定値にアクセスすることを望むことがあ
る。図１０Ａ～図１０Ｄは、本明細書に記載される主題の別の実施形態による、システム
の別のユーザと車両設定を共有することに関わるステップを例示する、ユーザインタフェ
ース例の画像である。
【００５３】
　図１０Ａに例示する実施形態では、ユーザは、共有ボタン１１８にタッチし、別のタイ
ヤモニタとの情報の共有を開始してよい。一実施形態では、そうすることにより、図１０
Ｂに示すような共有ダイアログボックスが表示されることになる。
【００５４】
　図１０Ｂに例示する実施形態では、送信ボタン１２０及び受信ボタン１２２がユーザに
提示される。送信ボタン１２０は、車両／センサ設定などの情報を、第１のユーザのスマ
ートフォンアプリケーション２４から第２のユーザに送信するために使用される。受信ボ
タン１２２は、このような情報を、別のユーザから第１のユーザのスマートフォンアプリ
ケーション２４に転送するために使用される。一実施形態では、ユーザが送信ボタン１２
０をタップすると、タイヤモニタ１０は、図１０Ｃに示すように、どの車両情報を送信す
るかユーザに選択するよう促すことになる。
【００５５】
　図１０Ｃに例示する実施形態では、ユーザは、アルフレッドの車のアイコンの上部にあ
る円形内のチェックマーク１２４によって示されるように、アルフレッドの車に関する情
報を転送するように選択した。一旦車両が選択されると、例えば、図１０Ｄに示される、
その情報の送信先となり得るデバイスのリストがユーザに提示されることになる。
【００５６】
　図１０Ｄに例示する実施形態では、利用可能なデバイス画面１２６が表示され、ここに
は、情報の送信先となり得る３つの利用可能なデバイス、つまり、オーギュスタンのｉＰ
ｈｏｎｅ１２８、アルベルトのｉＰａｄ１３０及びアニーのｉＰｈｏｎｅ１３２が示され
ている。図１０Ｄに例示する実施形態では、オーギュスタンのｉＰｈｏｎｅ１２８がデー
タの受信者として選択された。一実施形態では、別のユーザと情報を共有することにより
、そのユーザは、特定の車両を直接的に測定及び／または監視できるようになり得る。一
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へのアクセスを有し得る。代替的な実施形態では、ユーザは、送信ボタン１２０を押す前
に、１つの車両（または複数の車両）を選択してよい。
【００５７】
　上に記載した例は、タイヤ圧、タイヤ温度等の監視に関するものであるが、同じ概念を
適用して、油圧及び油温、トランスミッション液の圧力及び温度、冷却液の圧力及び温度
などの他のものをリモートに監視してよい。同様に、ボート、飛行機等などの他の種類の
車両を監視するために同じ概念を適用してよい。
【００５８】
　当業者であれば、本発明の好適な実施形態の改良及び修正を認識するであろう。このよ
うな改良及び修正はすべて、本明細書及び以下の特許請求の範囲に開示された概念の範囲
内であるとみなされる。
【００５９】
　実施形態
　以下は、スマートタイヤ圧監視システムの実施形態例である。以下の実施形態は、例示
的な目的のためであり、限定を意図するものではない。本明細書に記載される概念の範囲
内にある他の実施形態が考えられる。
【００６０】
　１．センサベースのハードウェア及びスマートフォンまたはタブレット上で動作するモ
バイルアプリケーションを備え、車両の内部にいることなく及び車両の電力を供給するこ
となく、タイヤ圧及び１つ以上のタイヤ内部の温度を無線で確認及び監視する、スマート
タイヤ圧監視システム。
【００６１】
　２．１つ以上の監視されたタイヤがパンクしている場合、または製造業者が推奨する圧
力の特定の閾値を下回るか上回る場合に、ユーザが関わることなくユーザに警告するため
の非同期的な通知機能を含む、実施形態１に記載のスマートタイヤ圧監視システム。
【００６２】
　３．アプリケーションは、タイヤの圧力及び温度を監視する必要があるすべての車両を
追跡するために単一の場所として使用される、実施形態１に記載のスマートタイヤ圧監視
システム。
【００６３】
　４．システムに対する車両の動的な追加または取り外しを常時行うことができる、実施
形態１及び３に記載のスマートタイヤ圧監視システム。
　５．車両内で監視されるタイヤの数の動的な追加または削除を常時行うことができる、
実施形態１、３及び４に記載のスマートタイヤ圧監視システム。
【００６４】
　６．添付の図面を参照して本明細書に実質的に記載される、スマートタイヤ圧監視シス
テム。



(15) JP 6740342 B2 2020.8.12

【図１】 【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図３Ｃ】

【図３Ｄ】

【図３Ｅ】



(16) JP 6740342 B2 2020.8.12

【図３Ｆ】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図４Ｃ】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図５Ｃ】

【図５Ｄ】



(17) JP 6740342 B2 2020.8.12

【図６】 【図７】

【図８Ａ】 【図８Ｂ】



(18) JP 6740342 B2 2020.8.12

【図９】 【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】

【図１０Ｃ】

【図１０Ｄ】



(19) JP 6740342 B2 2020.8.12

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特表２００４－５２６２１７（ＪＰ，Ａ）　　　
              登録実用新案第３１６５９３８（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００２－２０８０８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２１６２８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１６６８１８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１３８７３８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１９１８１９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－０２２３８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－１６３４４７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－０９１３４４（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１２／０１７６２３３（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６０Ｃ　　２３／０２　　　　
              Ｂ６０Ｃ　　２３／０４　　　　
              Ｂ６０Ｃ　　２３／２０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

